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青垣の山裾に息づく、生命の律動と古代の記憶











大和の国の東、緑濃く連なる青垣の山裾を縫うようにして一本の細い道が伸びている。それが「山の辺の道」だ。

日本最古の古道とも称されるこの地を歩くとき、私の身体はたんなる移動の手段を超え、地球という巨大な生命体が奏でる「調律」の響きを受け止めるアンテナへと変貌していく。ここには、現代人が都会の喧騒のなかで摩耗させてしまった五感を、静かに、しかし確実に力強く蘇らせる圧倒的な「癒しの底力」が満ちている。

三輪山の麓から石上神宮へと向かう歩みは、まるで時間という概念そのものが融解していくかのような、不思議な錯覚を伴う。未舗装のまま残された柔らかな土の感触が、ハイキングシューズの底を通じて足裏へ、そして背骨へと伝わってくる。その一歩一歩は、数千年前の古代人が神を畏れ、自然を敬いながら踏み固めた律動の反響そのものだ。

木々の葉が擦れ合う微かなざわめき。どこからか漂う瑞々しい土と草の薫り。歩を進めるうちに、私の呼吸は自然と深く、ゆったりとしたものへと変わっていく。トラベルセラピー（癒し術としての旅）の視点から見れば、この道は単なる史跡の点在する観光ルートではない。地球のエネルギーが地表へと滲み出し、私たちの心身の調和を整えてくれる至高の「養生空間」なのだ。

ふと視界が開けると、眼下には大和盆地がのどかに広がり、遠く二上山や大和三山の美しい稜線が霞の向こうに浮かび上がっている。万葉の歌人たちがその情景に心を震わせ、数々の調べを残したのも頷ける。

道の傍らにひっそりと佇む万葉歌碑に刻まれた文字に目を落とすとき、かつてこの地を生きた人々の息吹や、誰かを深く想う切実な感情が、時空を飛び越えてダイレクトに胸に迫ってくるのを感じる。その感覚は、頭で理解する歴史ではなく、身体全体で受け止めるエスノグラフィックな体験に近い。

さらに歩みを止めれば、無人販売所に並ぶ実り豊かな果物や、足元に咲き誇る季節の野花が、今という一瞬の生命の輝きを教えてくれる。山の辺の道を歩くことの本質的な魅力とは、記紀・万葉のロマンに浸ることだけにとどまらない。

地球が持つ普遍的な価値と、太古から続く人の祈りの記憶、そして現在の里地里山が持つ健やかな生命力が、歩く者の心身の中で美しく交差することにある。

石上神宮の静謐な森に辿り着き、玉砂利を踏みしめる頃には、日常の小さな迷いや不安はきれいに削ぎ落とされ、内側から清らかなエネルギーが満ちてくるのを実感する。この古道が教えてくれるのは、私たちが自然の一部であり、果てしない時間の連なりのなかに生かされているという、ごくシンプルで、最も大切な気づきなのだ。





山の辺の道・歴史を歩む
　桜井～天理への道程












奈良盆地の東、青く連なる三輪山や春日山の裾野を縫うようにして、一本の古道が伸びている。それが「山の辺の道」だ。『古事記』や『日本書紀』にその名が刻まれ、日本最古の道と称されるこの路には、今も千数百年の歳月がそのまま乾いた土の匂いとなって漂っている。

近代的なアスファルトに覆われた都市の道路とは違い、ここは大地そのものが歴史の頁をめくるように、歩く者の足裏に語りかけてくる空間である。この道の歴史を紐解くことは、そのまま「ヤマト」という国家の誕生前夜へと遡る旅になる。

まだ日本という国が明確な形をなさず、有力な豪族たちがこの盆地で覇を競い、やがて初期の王権が産声を上げた時代。山の辺の道はその中心的な大動脈であった。

当時の人々にとって、道とは単に物資を運ぶための合理的な手段ではない。聖なる山々の神気が宿る「山の辺」の境界線であり、現世と神域を繋ぐ祈りの導線でもあった。

旅の重要ポイントとなる三輪山は、古来より山そのものが神体として崇められてきた聖域だ。麓に鎮座する大神神社には本殿がなく、拝殿の向こうに広がる鬱蒼とした原生林の山肌を直接拝む。

この素朴で圧倒的な自然信仰の形こそ、山の辺の道が誕生した背景にある。古代の人々は、三輪の神の足元を恐る恐る、しかし確かな生活の営みとして踏み固めていったのだろう。

道を北へと進めば、景行天皇や崇神天皇といった、考古学と神話の境界に位置する初期の天皇たちの陵墓とされる巨大な前方後円墳が、突如として風景の中に現れる。

緑に覆われたその丘のようなマウンドは、かつてこの地を支配した王たちの権力の象徴であり、同時にこの道が公的な王道であった証でもある。

千数百年前、この同じ道を、色鮮やかな衣装をまとった宮廷の人々や、重い貢ぎ物を背負った地方の民が行き交っていた。その足音が、今も風の鳴る音のなかに混じっているかのような錯覚を覚える。

天理市へと入ると、もう一つの精神的支柱である石上神宮が迎えてくれる。古代の豪族・物部氏の武器庫としての性格を持ち、国を揺るがすほどの武力が集積されていたこの場所もまた、山の辺の道の歴史において重要な結節点だ。

物部氏の滅亡とともに時代は移り変わり、道を取り巻く勢力図は変わっていったが、道そのものが持つ「祈りと歴史の記憶」は消えることがなかった。

やがて時代が下り、都が飛鳥から藤原京、そして平城京へと移るにつれ、物流や政治の中心は盆地の中央を貫く「下ツ道」や「中ツ道」といった直線的で計画的な官道へと移っていった。山の辺の道は、国家の表舞台から静かに退場し、歴史の影へと身を潜めることになる。

だが、それがこの道を滅ぼすことはなかった。むしろ、大権力の手から離れたことで、道は人々の素朴な暮らしや信仰のなかに深く根を下ろし、奇跡的に往時の蛇行するルートを留めることとなったのだ。

万葉の歌人たちもまた、この道に佇み、あるいは通り過ぎながら多くの歌を残した。額田王が、あるいは柿本人麻呂が、茜色に染まる大和の空を見上げて詠んだ歌の情景は、今私たちがこの道から眺める二上山に沈む夕日の美しさと、どれほどの違いがあるだろうか。時代が変わっても、この土地が醸し出す特有の哀愁と、神々しいまでの静けさは変わらない。

現在の山の辺の道を歩くと、無人の無人販売所に並ぶみかんや柿、足元に咲く名もなき野花、そして時折すれ違う旅人の会釈に出会う。それは歴史博物館のガラスケースの向こうにある死んだ歴史ではない。

大地に根を張り、千年以上も息づき続けている生きた歴史の断片だ。山の辺の道は、ただ古いだけの道ではない。私たちがどこから来て、かつてどのような精神世界を生きていたのかを、今も寡黙に教え続けてくれる、時空の歪みのような路なのである。





この道を彩る万葉集の歌とその背景












山の辺の道を歩くということは、万葉集のページを一枚一枚めくっていくことに等しい。盆地を包む風の音や、傾く日差しが作り出す影のなかに、かつてこの地で歌を詠んだ古代人たちの息遣いが今も生々しく残っている。この古道を語る上で外すことのできない、代表的な万葉歌とその背景にある人間模様を紐解いてみたい。

「味酒（うまさけ） 三輪の山 青垣（あをがき） 山ごもり くもる夜（よ）隠（かく）る微（な）気（が）の良（よ）き前（まえ）に」
（額田王・巻1-17）

山の辺の道の南の起点、三輪山を語る上で最も有名なのが、額田王（ぬかたのおおきみ）のこの歌だ。天智天皇が都を大和から近江（滋賀）へと遷す際、住み慣れた故郷を去る一行のなかで、額田王が愛する三輪山との別れを惜しんで詠んだとされる。

大和盆地を囲む山々を「青い垣根」に例え、そのなかに隠れて見えなくなっていく神の山・三輪山への未練が、切ないほどの情熱で表現されている。

現在もこの歌が刻まれた歌碑が山の辺の道の傍らにひっそりと佇んでおり、旅人は額田王と同じように三輪山を振り返りながら、古代の遷都という国家の転換期に生きた人々の哀愁に思いを馳せることになる。

「大和（やまと）の 博瀬（はかせ）の上の 榛（はり）の木の下（もと）に 児（こ）ろが隠（かく）せる 妻（つま）が下紐（したひも）」
（柿本人麻呂・巻9-1684）

山裾ののどかな風景のなかで、ひときわ素朴な男女の情愛を伝えるのが、歌聖・柿本人麻呂によるこの歌だ。「博瀬」とは、現在の天理市付近、山の辺の道が通る一角を指すとされている。

榛（はん）の木陰で、愛しいあの子が僕のために結んでくれた下紐（下着の紐）――それは当時の人々にとって、離れていても心は繋がっているという、強い愛の誓いの象徴であった。

大がかりな政治の歌だけでなく、こうした名もなき民、あるいは貴族たちの密やかな恋の舞台としても、山の辺の道は機能していた。青々とした木々が茂る木陰を歩くとき、ふと当時の男女の秘め事の気配が、今も木漏れ日のなかに揺れているように感じられる。

「衾（ふすま）道を 敷手（しきて）の山に 鹿（しか）ぞ鳴くなる 妻（つま）恋（こ）ひかねて」
（作者不詳・巻10-2151）

天理市の石上（いそのかみ）神宮の北側に位置する「衾道（ふすまぢ）」や「敷手（しきて）の山」も、万葉集にしばしば登場する地名だ。

秋の気配が深まる頃、山々から聞こえてくる鹿の鳴き声。それはただの自然の音ではなく、古代の人々にとっては、切実に妻を求める恋の求愛の声であった。

山の辺の道は、右手に常に山肌を感じながら歩くルートである。寂しげな鹿の声が、山から道へと吹き下ろす風に乗って聞こえてくる。その声に自らの孤独や恋心を重ね合わせた万葉人の繊細な感性が、千数百年の時を経た今も、歩く者の胸を小さく締め付ける。


★　万葉集に収められた歌の多くは、決して机の上でひねり出されたものではない。実際にこの山の辺の道を歩き、三輪山の荘厳さに圧倒され、あるいは愛する人との別れに涙を流し、その土地の「地霊（ゲニウス・ロキ）」と響き合うことで生まれたものばかりだ。




柿本人麻呂








山の辺の道・おススメルート


天理から桜井へと至る「山の辺の道」は、大和盆地の東に連なる青垣の山裾を縫うように走る全長約十六キロメートルの古道である。日本最古の官道の面影を今に伝えるこの道は、いにしえの神話や万葉のロマンが全行程に息づく屈指のハイライトルートとして知られている。

散策の起点となる天理駅を発ち、まずは市街地を東へと抜けてゆく。しばらく歩くと、物部氏の総氏神であり日本最古の神社の一つに数えられる石上神宮の荘厳な杜へと迎えられる。境内を優雅に歩く神鶏たちの姿を見送ると、ここからいよいよ本格的な古道歩きが始まる。

未舗装の柔らかな土の感触を足裏に感じながら進むと、中世の面影を色濃く残す竹之内環濠集落や、茅葺きの拝殿が美しい夜都伎神社が現れ、歩みを進めるごとに時代を深く遡っていく感覚に包まれる。緩やかなアップダウンを繰り返しながら進んだ先にあるのが、弘法大師空海の創建と伝わる花の古刹、長岳寺である。

そのすぐ傍らに佇む天理市トレイルセンターは、このルートのほぼ中間地点に位置しており、地域の豊かな食材を活かした洋食やカフェメニューを楽しみながらしっかりと休息を取ることができる絶好の拠点だ。

ひと息ついた後は、いよいよ古代大和王権の権威を象徴する巨大古墳群のエリアへと入っていく。美しいお堀に囲まれた崇神天皇陵や景行天皇陵の圧倒的な規模を間近に眺めながら歩く道は、歴史の教科書を肌で体感するような知的興奮に満ちている。

さらに南下すると、本殿を持たず独自の「三ツ鳥居」越しに御神体を拝む檜原神社へと至る。ここは元伊勢とも呼ばれ、古代の素朴な自然信仰の姿を今に伝える静謐な空間が広がっている。旅の終盤を彩るのは、名水が湧き出る薬井戸を擁する狭井神社と、大和国一ノ宮である大神神社だ。

三輪山そのものを御神体とするこの聖地は、日本最古の神社としての圧倒的な風格を漂わせており、凛とした空気の中で旅の無事を感謝する祈りを捧げることができる。神社を後にして平等寺や仏教伝来の地碑を通り抜け、大和川を渡る頃には、ゴールの桜井駅へと到着する。

純粋に歩くだけであれば四時間半から五時間ほどの行程であるが、社寺への参拝や古墳の散策、途中の無人販売所で売られている旬の果物を味わう時間などを考慮すると、全体で六時間から七時間ほどを見込んでおくのが望ましい。














見どころポイント・エッセンス



日本最古の官道といわれる「山の辺の道」のなかでも、見どころが凝縮されているのが「天理市トレイルセンター」から桜井へと南下するルートだ。歴史的な古墳や古社、万葉の風景が連続するこの区間の重要ポイントのエッセンス・ガイダンスである。 

（一）出発地・柳本エリアの巨大古墳群

■　天理市トレイルセンター

旅の拠点。山の辺の道の歴史や周辺の古墳群に関する展示があり、散策前の情報収集に最適である。

■　行燈山古墳（崇神天皇陵）

トレイルセンターのすぐ近くにある、全長約二四二メートルの前方後円墳。実在可能性の高い最古の天皇とされる崇神天皇の陵墓。周囲の周濠（お堀）に水を湛えた美しい姿が特徴。

■　渋谷向山古墳（景行天皇陵）

崇神天皇陵からさらに南へ進んだ場所にある巨大古墳。全長約三〇〇メートルに及び、ヤマトタケルの父である景行天皇の陵墓とされる。道沿いからその圧倒的なスケールを体感できる。

（二）万葉の面影を残す巻向・穴師エリア

■　桧原神社（ひばらじんじゃ）

大神神社の摂社。本殿がなく、三ツ鳥居（みつとりい）を通して御神体である三輪山を拝むという、古代の信仰形態をそのまま残す。ここからの二上山（にじょうざん）への眺望は素晴らしく、万葉集にも詠まれた夕日の名所。

■　相撲神社（すまいじんじゃ）

穴師坐兵主神社（あなしにますひょうずじんじゃ）の参道途中にある。垂仁天皇の命により、野見宿禰（のみのすくね）と当麻蹴速（たいまのけはや）が日本最初の勅命相撲（国技相撲の発祥）を行ったとされる地。

（三） 三輪山の麓とゴールの桜井へ

■　狭井神社（さいじんじゃ）

大神神社の摂社で、病気平癒の神として信仰が厚い。境内には「薬水」と呼ばれる神聖な湧き水があり、参拝者が飲むことができる。また、ここから御神体である三輪山への登拝口がある（※登拝には厳しい規則あり）。

■　大神神社（おおみわじんじゃ）

日本最古の神社の一つ。三輪山そのものを御神体とするため本殿を持たず、拝殿から山を拝む古代の日本神道の姿を今に伝える。大物主大神（おおものぬしのおおかみ）を祀り、強力なパワースポットとして知られる。

■　海石榴市（つばいち）跡

山の辺の道の終点近く、大和川のほとりにある古代の市場跡。かつて物資や人が集まる交易の中心地であり、歌垣（男女が求愛の歌を交わす行事）が行われたロマン溢れる歴史の舞台。

★　時空散策へののアドバイス

天理トレイルセンターから桜井駅までの距離は約八〜九キロメートル、所要時間は見学を含めて三〜四時間ほどを想定すると良い。

道中は無人販売所（ミカンなどの果物）や、のどかな棚田の風景が広がり、高台からは大和盆地を一望できる。アップダウンは比較的緩やかだが、未舗装の山道や階段もあるため、歩きやすい靴と水分補給の準備が必須となる。
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清水正弘



二十歳の時にダライ・ラマ十四世と個人的に出会った事が、世界の山岳・辺境・秘境・極地へのエスノグラフィック・フィールドワークへのゲートウェイだった。その後国内外の「辺（ほとり）」の情景を求めて、国内外各地を探査する。

三十歳代にて鍼灸師と山岳ガイドの資格を取得した後は、日本初のフリーランス・トラベルセラピストとして活動を始める。そのフィールドは、国内の里地・里山から歴史的、文化的、自然的に普遍価値を有する世界各地のエリアである。

また、健康ツーリズム研究所の代表として、大学非常勤講師を務めながら、地方自治体における地域振興のアドバイザーとしても活躍している。

日本トラベルセラピー協会の共同創設者でもある。
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